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木のグランドフェア

　林産試験場　普及課

　はじめに
　北海道立林産試験場と北海道林産技術普及協会
は，「木と暮らしの情報館」を主会場とし，隣の
ログハウス「

ころぽっくる

木路歩来」や周辺の芝生を使って，
毎年夏休みの期間を含めた長期のイベントを行っ
ています。
　今年度は（財）日本木材総合情報センターも主催団
体に加わって，平成6年7月24日から8月28日ま
での約1か月間，一般の人たちを対象に，世界の
優れたおもちゃやクラフト類を展示した「世界の
木のおもちゃ＆クラフト展」と，

るべしべ

留辺蘂町のおも
ちゃ作家伊藤英二氏の実際に遊ぶことのできる大
型遊具類を展示した「伊藤英二の遊びの世界」，さ
らに北海道の小・中学生を対象にした「第2回北
海道子ども木工作品コンクール」から成る木のグ
ランドフェアを行いました。
　このイベントは北海道国土緑化推進委員会など
多くの関係団体，企業などの後援や協賛を得て実
施され，期間中約2万5千人の人出でにぎわう盛
況を見せました。このイベントに対する関心がさ

木のグランドフェア室内板

らに高まり，木や緑に対する理解が一層深まるこ
とを願って，イベントの概要を紹介します。

　イベントの全体概要
・名　称　木のグランドフェア
・期　間　平成6年7月24日〈日〉～8月28日（日）
・目　的
　1）世界の優れたおもちゃやクラフト類を展
　　示することにより，木に対する関心を高め
　　てもらう契機とするとともに，世界の加工
　　技術に対する認識を深めてもらう。
  2）実際に目で見，手で触れ，体で遊ぶこと
　　によって，木の持つ

ぬく

温もりなど木の素晴ら
　　しさを認識してもらう。
　3）木工工作やレリーフ作りのコンクールを
　　通して，子供たちに作る喜びを知ってもら
　　うとともに，木の性質を学び工作技術の向
　　上に役立てる。
　4）工場廃材や試験終了材で作ったおもちゃ
　　や遊具，クラフトなどを通して，物を無駄
　　なく使うことの大切さを学ぶ。
　5）森林の地球環境保護に対する役割と，森
　　から生み出される木材が生活環境に無くて
　　はならぬ資材であることの認識を深める。
・主　催　北海道立林産試験場，北海道林産技術
　　　　  普及協会，日本木材総合情報センター
・後　援　北海道教育委員会，旭川市，旭川営林
　  　　　支局，北海道国土緑化推進委貞会，北
  　　　　海道木質材料需要拡大協議会，北海道
  　　　　木材青壮年連合会，旭川木のもの組合，
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　　　　　旭川工芸デザイン協会，旭川民芸品振
　　　　　興連合合，各報道機関
・協　賛　㈱日本エアシステム（JAS）旭川営業
　　　　　支店，日本航空㈱（JAL）池川営業支
　　　　　店，北海道旅客鉄道㈱，関係団体・企業
　このイベントの構成は
・世界の木のおもちゃ＆クラフト展
・ウッドサマーフェスティバル
　－親と子・木の夢ランド－
・北海道子ども木工作品コンクール
・伊藤英二の遊びの世界
となっています。

　世界の木のおもちゃ＆クラフト展
　世界各国のおもちゃやクラフト類のほか，過去
に人気の高かった北海道および日本各地の作家や
企業のものなども含めて展示しました。
　海外のおもちゃやクラフト類は，日本木材総合
情報センター，北方圏センターおよび札幌芸術の
森の所蔵品の中から借りました。
　展示品の総数とその内訳は次のとおりです。
　総数　　600点
　　　　海外　29か国，250点
　　　　国内　34社，　350点
　海外の作品には北欧3国，アメリカ，カナダの
ものが多かったのですが，マダガスカル，グァテ
マラなど予期せぬ国のものもありました。
　作品としては，木の素材を見事に生かした優れ
たものや，現在日本で作られているおもちゃの原
形と思われるもの，レバーを回すと目玉がギョロ

展示風景

目と口が動くイギリスの作品

エサをついばむスェーデンのおもちゃ

ギョロ，口がバクバクする人形，取っ手を持って
ぐるぐる回すとニワトリが・餌をついばむなど動き
の面白いおもちゃなど，実に多種多様で見ていて
飽きないものばかりでした。

　第2回北海道子ども木工作品コンクール
　昨年度に引き続き，支庁，教育委員会，教師な
どの協力を得て，今年度のコンクールも次の要領
で行いました。
・応募資格
　　北海道に在住する小・中学生で，個人または
　団体が学校を通じて応募する。
・応募作品
　　木工工作は木材を主な材料として加工した作
　品で，キット作品は対象外とする。個人作品は，
　長さ＋奥行＋高さの合計が１ｍ20ｃｍを超えない
　もの。
　　団体作品は一辺が１ｍを超えないものとする
　が，屋外用はこの限りでない。
　　レリーフはアート彫刻板を用いて，題材自由
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で創作されたもの。アート彫刻板（約15×11×

1．0cm）は，申し込みがあり次第当方から送付

する。

・応募部門

木工工作個人部門　　小学生の部，中学生の部

木工工作団体部門　　小学校の部，中学校の部

　レリーフ部門　　　小学生の部，中学生の部

・審査委員

木工塾とい工房主宰　　　　　　　伊藤　英二

上川教育局長　　　　　　　　　　佐藤　仁志

北海道立池川美術館長　　　　　　高橋　　洋

（社）北海道林産技術普及協会長　竹内　久彌

北海道立林産試験場長　　　　　　長友　　将

北海道東海大学教授　　　　　　　三上　　純

・審査日　平成6年7月24日（日）
・表彰式　平成6年8月7日（日）
・応募総数　56校，515作品
　木工工作個人部門　25校，283作品
　　　小学校　8校，52作品
　　　中学校17校，231作品
　木工工作団体部門　5校，7作品
　　　小学校　4校，6作品
　　　中学校　1校，1作品
　レリーフ部門　26枚，225作品
　　　小学校　6枚，60作品
　　　中学校　20校，165作品
　以上のように，多数の応募がありましたが，銅
賞以上の入賞者，学校名，作品名は表のとおりで

入　賞　者　一　覧　表

JAS賞（レリーフ部門）太　田　英　之　当麻町立当麻中学校2年　　　　  　湿原の鳥
JAL賞（木工工作部門）及　能　大　輔　北海道教育大学附属函館中学校2年　照明器具「光と影」
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コンクール審査風景

コンクール表彰式

文部大臣と握手する太田君

彫刻の森大会の作品の一部

す。

　なお，レリーフ部門の最優秀賞としＪＡＳ賞を

受賞した当麻中学校2年の太田英之君は，国内や

世界の優れた木工品の見学や，文部省関係者に作

品を紹介するため上京した9月27日，文部大臣室

で与謝野馨文部大臣から直接激励を受ける幸運に

恵まれました。また，文部省では，レリーフの素

材であるアート彫刻板は，彫刻刀で彫ると着色さ

れた接着層が年輪のような模様を表し，彫り方の

工夫によって様々な美しいデザインを表現できる

ため，考える教材として注目していることもわか

りました。版画と彫刻，絵画をミックスした「ア

ート彫刻」ともいうべき新たな芸術のジャンルの

創出も期待され，このアート彫刻板の普及が望ま

れます。

　また，池川の小中学生「彫刻の森」大会が彫刻

美術館前の芝生で，8月3日から7日まで行われ

ました。今回で8回目，出展数も61に達し，素晴

らしい作品にあふれていました。そのため，主催
者の了解を得て，大会終了後作品の一部を林産試
験場にも展示させていただきました。

　ウッドサマーフェスティバル
　イベントの期間中，8月6日仕），7日（日）の2日
間，メインイベントとしてウッドサマーフェステ
ィバルを行いました。その内容は
・コンクール表彰式（8月7日）
・木工教室
・木端市
・地場産農産物の即売
・林産試験場一般公開
などですが，2日間で約6，000人の人出でにぎわ
いました。
　コンクールの表彰式には，速く函館や帯広，阿
寒からも生徒や教師，父兄など，大勢の人が集ま
りました。審査委員長の高橋旭川美術館長から，
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巣箱づくり

全体の講評や今後への期待などが述べられた後，
場長，協会長から表彰者一人ひとりに賞状と賞品
が手渡され，盛んな拍手を浴びていました。
　木工教室では，巣箱と切り抜きおもちゃ作りを
しましたが，両日とも50組の親子が一緒になって
汗を流し，ともすれば失われがちな親子の絆を深
めながら，作る喜びを実感する絶好の機会となっ
ていました。
　木端市では，民間企業の工場廃材，林産試験場
の試験廃材や剥き心，カラマツのどんころに群が
り，前回と同様に家に持ち帰ったり，試験場職員
の指導を受けながら，思い思いの木製品の製作に
取り組んでいる姿も見られました。
　試験場の一般公開にも大勢の人が訪れ，試験場
の職員と意見を交わしながら，木製品の素晴らし
さ，木を使って育てることが地球環境の保護に大
切なことを再認識する光景もありました。
　また，今回は民間企業や試験場の若手職員の協
力を得て，バギー車の運転が行われたり，かき氷
や焼き鳥などのコーナーも設けられ，人気を博し
ていました。

　伊藤英二の遊びの世界
　ログハウス「木路歩来」の中には，今回も留辺
蘂町のおもちゃ作家伊藤英二さんのおもちゃ，遊
具のみを集めました。
　実際に体で遊べる大型遊具としては，すべり台，
木の砂場，組み立てハウス，ままごとハウス，ク
ムクムランドなどですが，このうちすべり台，木

切り抜きおもちゃづくり

の砂場，組み立てハウスは，伊藤英二さんの設計
と指導を得て，試験場で製作したものです。これ
らはパルプ材の中から比較的優良なものを選び集
成化したものや，トドマツ集成材の試験終了材を
用いて製作したもので，遊びの中で物を大事に使
うことの大切さを学ぶ場にもなっていました。そ
のほか，乗用車や汽車などの小物車類など，合計
90点が集められたこのログハウスは，連日親子連

木の砂場で遊ぶ子供

ままごとハウスで遊ぶ子供
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れでにぎわっていました。

　時には歓声をあげながら楽しそうに遊ぶ姿を見

て，このような木製の遊具やおもちゃと実際に遊

ぶことのできる大型施設が多くの街に生まれるこ

とを，今回もまた強く念じずにはいられませんで

した。これを機会に，試験場で製作した大型遊具

は常設展示とし，情報館の開館日にはいつ来ても，

このログハウスの中で遊べるようにしました。

　おわりに

　今回も前回，前々回に引き続き，一般の人たち

を対象にしたイベントを行いましたが，子ども連

れで訪れた多くの人たちが，情報館に展示されて

いる壁や床などの木製品に，感嘆の声を上げてい

ました。

　木のおもちゃや遊具，クラフト類は木の持つ温
もりを肌で感じさせ，木製品の素晴らしさを認識
するための入口になるものです。今後も工夫を凝
らしながら，一般の人たちに楽しんでもらえるイ
ベントを継続していきたいと考えています。
　また，木工作品コンクールも，参加校も増え，
生徒や先生から礼状が届けられるなど，定着・発
展の兆しが見えてきました。今後も教育委員会，
先生方の意向も踏まえながら，木工工作コンクー
ルのメッカとなるよう努力をしていきたいと思い
ます。
　なお，このイベントを開催するに当たり，多く
の企業，団体から協賛をいただきました。厚くお
礼申し上げます。
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